
(57)【要約】

【課題】　耐火性を確保しつつ施工性をよくした既存集

合住宅の共用部構造体を提供する。

【解決手段】　エレベータ３と、廊下７と、廊下７と各

住戸９ａ～９ｄとを連結する連結廊下１１とを備え、既

存の集合住宅に設けられる集合住宅共用部構造体１であ

って、該構造体を構成する梁と柱を耐火鋼によって構成

すると共に、前記廊下と各住戸９ａ～９ｄの開口部１５

ａ～１５ｄとの間に吹き抜け１７を設けた。

　また、吹抜けの幅が、下式を満たすように設定した。

　吹抜け幅≧住戸の開口部高さ×２／３＋開口周縁張出

部の長さ

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ
る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 を 構 成 す る 梁 と 柱 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口
部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ
る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 を 構 成 す る 梁 と 柱 の 全 部 ま た は 一 部 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊
下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 を 有 す る と 共 に 、 外 付 階 段 、 エ レ ベ ー タ 、 エ レ ベ
ー タ ホ ー ル の う ち 少 な く と も 一 つ を 有 し 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構
造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 の 構 成 要 素 の う ち 前 記 廊 下 と 連 結 廊 下 を 構 成 す る 梁 と 柱 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成
す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 集 合
住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ４ 】
廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 を 有 す る と 共 に 、 外 付 階 段 、 エ レ ベ ー タ 、 エ レ ベ
ー タ ホ ー ル の う ち 少 な く と も 一 つ を 有 し 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構
造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 の 構 成 要 素 の う ち 前 記 廊 下 と 連 結 廊 下 を 構 成 す る 梁 と 柱 の 全 部 ま た は 一 部 を 耐
火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
吹 抜 け の 幅 が 、 下 式 を 満 た す よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載
の 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
　 吹 抜 け 幅 ≧ 住 戸 の 開 口 部 高 さ × ２ ／ ３ ＋ 開 口 周 縁 張 出 部 の 長 さ
【 請 求 項 ６ 】
少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ
る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 を 構 成 す る 柱 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 該 柱 の 根 元 の 周 囲 １ ０ ｃ ｍ の
範 囲 に 可 燃 物 が 置 か れ な い よ う に す る た め の 不 燃 性 の 障 害 物 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る
集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ７ 】
不 燃 性 の 障 害 物 は 、 セ メ ン ト ま た は モ ル タ ル に よ っ て 形 成 さ れ 、 高 さ が 少 な く と も １ ０ ｃ
ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 集 合 住 宅 用 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ８ 】
不 燃 性 の 障 害 物 は 、 上 面 が 柱 側 か ら 外 方 に 向 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に な っ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の 集 合 住 宅 用 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 ９ 】
柱 の 根 元 の 周 囲 １ ０ ｃ ｍ の 範 囲 に 可 燃 物 が 置 か れ な い よ う に す る た め の 不 燃 性 の 障 害 物 を
設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
不 燃 性 の 障 害 物 は 、 セ メ ン ト ま た は モ ル タ ル に よ っ て 形 成 さ れ 、 高 さ が 少 な く と も １ ０ ｃ
ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 集 合 住 宅 用 共 用 部 構 造 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
不 燃 性 の 障 害 物 は 、 上 面 が 柱 側 か ら 外 方 に 向 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に な っ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 集 合 住 宅 用 共 用 部 構 造 体 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住
宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ５ 階 建 て 以 下 の 古 い 階 段 室 型 集 合 住 宅 な ど の よ う に エ レ ベ ー タ の な い 既 存 の 建 物 が 多 数
存 在 す る 。 こ の よ う な 、 エ レ ベ ー タ の な い 建 物 で は 、 外 出 す る に は 必 ず 階 段 の 昇 り 降 り を
し な け れ ば な ら ず 、 高 齢 者 や 身 体 的 障 害 の あ る 人 達 が ２ 階 以 上 に 居 住 し て い る 場 合 、 非 常
に 不 便 で あ る 。
　 そ こ で 、 近 年 で は こ の よ う な エ レ ベ ー タ の 無 い 既 存 の 階 段 室 型 集 合 住 宅 の 外 部 に エ レ ベ
ー タ と 、 該 エ レ ベ ー タ 間 を 連 結 す る 水 平 廊 下 を 設 置 し て バ リ ア フ リ ー 化 す る 提 案 が な さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ５ ４ ７ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ５ ４ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ 、 ２ に 提 案 さ れ た も の は い ず れ も 既 存 の 集 合 住 宅 の 外 部 に エ レ ベ ー タ 、 廊 下
等 を 設 け る と い う も の で あ る 。
　 し か し な が ら 、 い ず れ の も の に お い て も 耐 火 構 造 に 関 し て 詳 し く は 言 及 さ れ て い な い 。
し か し 、 こ の よ う な 建 築 物 に お い て は 、 建 築 物 の 骨 組 み と な る 柱 や 梁 を 構 成 す る 鋼 材 に 耐
火 被 覆 を 施 す の が 一 般 的 で あ る 。
　 こ の 点 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 床 支 持 材 １ ２ 間 の 鋼 棒 １ ０ の 外 周 に は 必 要 に 応 じ て 耐 火
性 カ バ ー １ ４ を 設 置 す る 、 と 記 載 さ れ て い る （ 段 落 １ ７ の ４ 行 ～ ６ 行 参 照 ） 。
　 こ の よ う に 耐 火 被 覆 を 施 す の は 、 鋼 材 が 火 災 に さ ら さ れ た 場 合 、 鋼 材 温 度 が ３ ０ ０ ℃ を
超 え た あ た り か ら 鋼 材 の 耐 力 低 下 が 始 ま り 、 ５ ０ ０ ℃ で は 強 度 が 半 分 以 下 と な っ て し ま う
の で 、 火 災 か ら 柱 、 梁 を 守 る た め で あ る 。 こ の た め 、 集 合 住 宅 共 用 部 を 鉄 骨 造 と す る 場 合
に は 、 耐 火 被 覆 を す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 現 場 で の 耐 火 被 覆 作 業 は 煩 雑 で あ り 、 コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ る
。
　 ま た 、 集 合 住 宅 共 用 部 は そ の 大 半 は 外 部 に 設 け ら れ る た め 、 雨 に 晒 さ れ る 部 分 が ほ と ん
ど で も あ り 、 現 場 で 耐 火 被 覆 の 施 工 は 作 業 自 体 が 大 変 で あ る 。
　 さ ら に 、 耐 火 被 覆 を 施 す こ と で 、 有 効 利 用 面 積 が 小 さ く な っ て し ま う と い う 問 題 も あ る
。 有 効 利 用 面 積 が 小 さ く な る と い う こ と は 、 逆 に 言 え ば 必 要 な 有 効 利 用 面 積 を 確 保 す る た
め に は 集 合 住 宅 共 用 部 自 体 を 大 き く す る 必 要 が あ る こ と に な る 。
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 集 合 住 宅 は 複 数 棟 が 隣 接 し て 建 っ て い る こ と か ら 、 そ の 間 に
設 置 す る 集 合 住 宅 共 用 部 自 体 を 大 き く す る と 、 隣 接 す る 建 物 に 対 す る 日 照 の 問 題 が 生 ず る
。
　 こ の よ う に 、 耐 火 被 覆 の 施 工 を 前 提 と す る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 は 、 施 工 性 等 種 々 の 問
題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 既 存 の 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 設 置 す る こ と に つ い て の 提 案 は な さ れ て
い る も の の 、 耐 火 性 を 確 保 し つ つ 施 工 性 を よ く す る と い う 観 点 か ら の 検 討 は な さ れ て い な
い 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 耐 火 性 を 確 保 し つ つ 施 工 性 を よ く し た 既 存 集 合 住 宅 の 共 用 部 構 造 体 を
提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 従 来 の 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 （ 単 に 、 「 共 用 部 」 「 構 造 体 」 と い う 場 合
あ り 。 ） の 問 題 は 該 構 造 体 を 構 成 す る 柱 や 梁 に 耐 火 被 覆 を 施 す こ と に 起 因 す る こ と か ら 、
発 明 者 は 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 構 成 す る 柱 お よ び 梁 に 耐 火 鋼 を 用 い 、 か つ 耐 火 被 覆 を 不
要 と す る 構 造 を 検 討 し た 。 こ こ で 、 耐 火 鋼 (Fire Resistant Steel)と は 、 鉄 骨 造 建 築 物 の
耐 火 性 能 確 保 に 必 要 な 耐 火 被 覆 を 低 減 ま た は 省 略 す る こ と を 目 的 と し て 開 発 さ れ た 鋼 材 で
あ り 、 600℃ に お け る 耐 力 が 常 温 規 格 耐 力 (F値 )の 2/3以 上 で あ る こ と を 保 証 さ れ て い る も
の を い う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 発 明 者 は 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 耐 火 被 覆 の さ れ て い な い 耐 火 鋼 で 構 成 す る た め 、 集 合
住 宅 共 用 部 構 造 体 で 発 生 す る 火 災 の 影 響 に つ い て 検 討 を 行 な っ た 。 検 討 に 際 し て は 、 ま ず
、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で 発 生 し た 火 災 の 影 響 に つ い て 検 討 し 、 次 に 住 戸 で 発 生 し た 火 災
が 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
１ ） 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で 発 生 し た 火 災 の 影 響 に つ い て
　 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で 発 生 す る 火 災 に つ い て は 、 全 体 火 災 と 局 部 火 災 に 分 け て 検 討 し
た 。
（ ア ） 全 体 火 災 に つ い て の 検 討
　 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 の 内 装 材 を 全 て 不 燃 材 と す る と 、 共 用 部 の 収 納 可 燃 物 量 は 告 示 第
1433号 の 廊 下 か ら 32MJ/m 2 で あ り 、 こ れ を 木 材 に 換 算 す る と 下 記 の （ １ ） 式 の よ う に な る
。
　 FL=q 1 /H 0 =32/18≒ 2kg/m

2 ＜ 5kg/m 2 　 ----------　 （ １ ）
　 　 FL： 火 災 荷 重 (kg/m 2 )
　 　 q 1 ： 収 納 可 燃 物 量 (MJ/m 2 )
　 　 H 0 ： 木 材 の 単 位 重 量 あ た り の 発 熱 量 (MJ/kg)
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 火 災 荷 重 5kg/m 2 以 下 は フ ラ ッ シ ュ オ ー バ ー が 発 生 し な い 経 験 的 条 件 で あ り 、 （ １ ） 式 か
ら 分 か る よ う に 共 用 部 は そ の 条 件 値 を 大 き く 下 回 っ て い る 。
　 し た が っ て 、 共 用 部 に 開 放 性 が 十 分 で あ れ ば 火 災 は 局 所 的 な 火 災 に 収 ま る と 考 え ら れ る
。
　 そ こ で 、 開 放 性 に つ き 検 討 す る に 、 共 用 部 の 主 用 途 は 、 住 人 が 通 行 す る た め の 廊 下 で あ
り 可 燃 物 が 配 置 さ れ る 可 能 性 が 極 め て 小 さ い 。 ま た 、 共 用 部 の 廊 下 の 有 効 幅 員 は 、 1.8ｍ
程 度 の た め 可 燃 物 が 置 か れ る ス ペ ー ス も 限 ら れ て い る 。
　 こ の よ う に 、 共 用 部 の 用 途 、 形 状 か ら し て 開 放 性 は 十 分 で あ る と 考 え ら れ る 。
　 し た が っ て 、 共 用 部 に お い て は フ ラ ッ シ ュ オ ー バ ー が 発 生 し な い と 考 え ら れ 全 体 火 災 に
つ い て の 考 慮 は 不 要 で あ る と 判 断 で き る 。
　 な お 、 フ ラ ッ シ ュ オ ー バ ー と は 、 室 内 で 火 災 が 発 生 し 可 燃 性 の ガ ス が 生 ま れ 、 そ の ガ ス
に 炎 が 引 火 し て 一 瞬 の う ち に 炎 が 広 が る 現 象 を い う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 局 部 火 災 に つ い て の 検 討
　 局 部 火 災 の 検 討 に つ い て は 、 設 計 用 火 源 を 設 定 し 、 火 災 性 状 を 予 測 し 、 こ の 火 災 性 状 に
基 づ い て 鋼 材 の 温 度 予 測 を し 、 さ ら に こ の 鋼 材 の 温 度 予 測 に 基 づ い て 局 部 火 災 が 発 生 し た
と き に 耐 火 鋼 の 安 全 性 を 確 保 す る た め の 構 造 に つ い て 検 討 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ア ） 設 計 用 火 源 の 設 定
　 共 用 部 の 局 所 火 災 検 討 用 の 設 計 火 源 は 、 可 燃 物 の 比 較 的 少 な い 空 間 で 用 い る こ と が 既 認
さ れ て い る 下 記 に 示 す 局 所 火 源 を 使 用 す る こ と に し た 。
　 局 所 火 源
　 　 ・ 発 熱 速 度 ： 3000kW
　 　 ・ 火 源 面 積 ： 1.7m 2
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　 　 ・ 火 災 継 続 時 間 ： 20分
　 　 ・ 火 源 上 面 ： 0.4m
【 ０ ０ １ ２ 】
（ イ ） 火 災 性 状 を 予 測
　 火 炎 お よ び プ リ ュ ー ム の 軸 上 温 度 分 布 お よ び 高 さ の 計 算 方 法 と 結 果
「 建 築 物 の 総 合 防 火 設 計 法 　 第 ２ 巻 」 に 倣 い 、 下 式 （ ２ ） に て 壁 際 に な い 火 源 (自 由 空 間 )
の 火 源 軸 上 温 度 分 布 を 予 測 し た 。 火 災 性 状 の 予 測 結 果 を 図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ウ ） 鋼 材 温 度 予 測
　 柱 の 鋼 材 温 度 は 、 共 用 部 で 用 い る 柱 の 最 小 熱 容 量 断 面 （ H-200X200X8X12） に つ い て ２ 次
元 有 限 要 素 温 度 解 析 プ ロ グ ラ ム を 用 い て 検 討 を 行 っ た 。
　 解 析 は 、 ２ 次 元 有 限 要 素 で 構 成 さ れ た モ デ ル の 境 界 に 設 定 し た 熱 伝 達 面 を 介 し て 流 入 出
す る 雰 囲 気 温 度 か ら の 熱 量 に 対 し て 非 定 常 の 熱 伝 導 解 析 に て 予 測 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
・ 輻 射 に よ る 加 熱 周 長 の 取 り 方
　 柱 の 鋼 材 温 度 を 予 測 す る 際 、 開 放 廊 下 部 分 に 配 置 さ れ る 矩 形 の 設 計 用 火 源 と 柱 が 正 対 す
る 場 合 が 最 も 厳 し く な る 。 そ の 場 合 、 火 源 か ら の 輻 射 に よ る 加 熱 範 囲 は 図 ８ （ ａ ） 、 図 ８
（ ｂ ） の よ う に 陽 と 陰 の 部 分 に 大 別 さ れ る 。 図 ８ （ ａ ） （ ｂ ） で は 陽 部 を 太 線 で 示 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
・ 周 辺 気 流 温 度 ( 雰 囲 気 温 度 )と 形 態 係 数 の 取 り 方
　 周 辺 空 気 温 度 (雰 囲 気 温 度 )に つ い て は 、 間 欠 火 炎 域 と プ リ ュ ー ム 域 の 境 は ほ ぼ 300℃ と
仮 定 し 、 そ れ を 部 材 の 雰 囲 気 温 度 と し た 。
　 ま た 、 形 態 係 数 Ｆ の 取 り 方 に つ い て は 、 鋼 材 面 と 火 炎 面 が 平 行 な 場 合 と 垂 直 な 場 合 と に
分 け 、 鋼 材 面 と 火 炎 面 が 平 行 な 場 合 の 形 態 （ 図 ９ （ ａ ） 参 照 ） 係 数 Ｆ １ は 、 下 式 （ ３ ） に
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て 求 め た 。
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 鋼 材 面 と 火 炎 面 が 垂 直 な 場 合 の 形 態 （ 図 ９ （ ｂ ） 参 照 ） 係 数 Ｆ ２ は 、 下 式 （ ４ ）
に て 求 め た 。
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
・ 柱 の 鋼 材 温 度 予 測 モ デ ル
　 柱 の 鋼 材 温 度 予 測 は 、 火 炎 が Ｈ 形 鋼 の フ ラ ン ジ 面 に 正 対 す る 場 合 （ フ ラ ン ジ 面 が 火 炎 面
に 平 行 の 場 合 ） と 火 炎 が Ｈ 形 鋼 の ウ ェ ブ 面 に 正 対 す る 場 合 （ ウ ェ ブ 面 が 火 炎 面 に 平 行 の 場
合 ） に つ い て 検 討 を 行 っ た 。 正 対 す る 火 炎 と 鉄 骨 表 面 間 ま で の 距 離 は 、 柱 の 根 元 に １ ０ ｃ
ｍ 角 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ っ て １ ０ ｃ ｍ 確 保 し た 。 ま た 、 正 対 す る 火 炎 の 温
度 は 800℃ と し 火 災 継 続 時 間 は 20分 と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 考 え 方 に 基 づ い て 得 ら れ た 鋼 材 各 部 の 輻 射 温 度 と 雰 囲 気 温 度 を 基 に 、 共 用 部 で 用 い
る 柱 の 最 小 熱 容 量 断 面 （ Ｈ  -200 Ｘ  200 Ｘ  8 Ｘ  12） の 温 度 熱 伝 導 解 析 を 行 っ た 。 こ の
と き の 鋼 材 温 度 予 測 結 果 を 図 １ ０ （ ａ ） 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す 。
　 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す 火 炎 が Ｈ 形 鋼 の フ ラ ン ジ 面 に 正 対 す る 場 合 に お い て は 、 (i)の 領 域
が ２ ５ ０ ℃ 未 満 、 (ii)の 領 域 が ３ ０ ０ ℃ ～ ５ ０ ０ ℃ 未 満 、 (iii)の 領 域 が ５ ０ ０ ℃ ～ ５ ６
３ ℃ で あ り 、 最 高 温 度 は ５ ６ ３ ℃ で あ っ た 。
　 ま た 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す 火 炎 が Ｈ 形 鋼 の ウ ェ ブ 面 に 正 対 す る 場 合 に お い て は 、 (iv)の
領 域 が ３ ０ ０ ℃ ～ ３ ５ ０ ℃ 、 (v)の 領 域 が ４ ０ ０ ℃ ～ ４ ５ ０ ℃ 、 (vi)の 領 域 が ５ ０ ０ ℃ ～
５ ４ ０ ℃ で あ り 、 最 高 温 度 は ５ ４ ０ ℃ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 火 源 と 鋼 材 と の 距 離 を １ ０ ｃ ｍ 確 保 し た 場 合 に お い て は 、 フ ラ ン ジ が 火
炎 に 正 対 す る 場 合 の 最 高 温 度 が ５ ６ ３ ℃ で あ り 、 ウ ェ ブ が 火 炎 に 正 対 す る と き の 最 高 温 度
が ５ ４ ０ ℃ で あ る 。
　 こ の こ と か ら 、 火 源 と 鋼 材 と の 距 離 を １ ０ ｃ ｍ 確 保 す る こ と で 、 鋼 材 の 最 高 温 度 を ６ ０
０ ℃ 以 下 に す る こ と が で き る こ と が 分 か っ た 。 ６ ０ ０ ℃ 以 下 で あ れ ば 、 耐 火 鋼 の 耐 力 が 常
温 規 格 耐 力 (F値 )の 2/3以 上 あ る の で 、 構 造 物 と し て 安 全 で あ る 。
　 以 上 が 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で 発 生 し た 火 災 の 影 響 に つ い て の 検 討 結 果 で あ る が 、 以
下 で は 、 住 戸 で 発 生 し た 火 災 が 共 用 部 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 検 討 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
２ ） 住 戸 で 発 生 し た 火 災 が 共 用 部 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て の 検 討
　 住 戸 で 火 災 が 発 生 し た 場 合 に は 、 住 戸 の 窓 か ら 火 炎 が 共 用 部 に 吹 き 出 す こ と が 考 え ら れ
る の で 、 こ の 火 炎 に よ っ て 共 用 部 の 柱 や 梁 が 受 け る 影 響 を 検 討 し た 。
　 こ こ で は 、 AISI(ア メ リ カ 鉄 鋼 協 会 )に よ る 「 外 部 構 造 部 材 の 火 災 安 全 設 計 -デ ザ イ ン ガ
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イ ド -」 (Fire
Safe Structural Steel -A Design Guide-)に 基 づ く 設 計 方 法 に て 、 噴 出 火 炎 に 巻 き 込 ま
れ な い 火 炎 に 平 行 な 柱 ・ 梁 鋼 材 の 温 度 と 、 横 風 に よ っ て 傾 斜 し た 火 炎 に 巻 き 込 ま れ る 火 炎
に 垂 直 な 梁 鋼 材 の 温 度 の 予 測 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 防 火 区 画 さ れ た 単 位 住 戸 部 分 を 火 災 室 と し 、 集 合 住 宅 と し て 想 定 さ れ る 範 囲 内 で 区 画 面
積 、 奥 行 、 階 高 、 開 口 を パ ラ メ ー タ と し て モ デ ル の 構 築 を 行 っ た 。
　 図 １ １ （ ａ ） が 区 画 面 積 と 奥 行 き の 説 明 図 で あ り 、 図 １ １ （ ｂ ） が 区 画 階 高 の 説 明 図 で
あ る 。
　 図 １ １ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 区 画 面 積 Ａ r と し て は ３ つ の パ ラ メ ー タ 35m 2 、 50m 2 、 8
0m 2 を 設 定 し 、 奥 行 Ｄ r と し て は ２ つ の パ ラ メ ー タ 6m 2 、 7m 2 を 設 定 し た 。 ま た 、 図 １ １ （ ｂ
） に 示 さ れ る よ う に 区 画 階 高 Ｈ r と し て は ２ つ の パ ラ メ ー タ 2.6m、 2.8mを 設 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） 、 図 １ ２ （ ｂ ） は 特 定 防 火 設 備 以 外 の 開 口 部 の 説 明 図 で あ る 。 開 口 部 に 関
し て は 、 区 画 面 積 Ａ r ＝ 35m

2 、 50m 2 の 場 合 に は 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 開 放 廊 下 部
分 側 に １ つ の 開 口 W1=1.7m(W)× 1.3m(H)が あ り 、 バ ル コ ニ ー 側 に ２ つ の 開 口 W2=1.2m(W)× 0
.6m(H)、 W3=1.7m(W)× 1.75m(H)が あ る 場 合 を 想 定 し た 。
　 ま た 、 区 画 面 積 Ａ r ＝ 50m

2 、 80m 2 の 場 合 に は 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 開 放 廊 下 部
分 側 に ２ つ の 開 口 W1=1.7m(W)× 1.3m(H)、 W4=1.2m(W)× 1.3m(H)が あ り 、 バ ル コ ニ ー 側 に ３
つ の 開 口 W2=1.2m(W)× 0.6m(H)、 W3=1.7m(W)× 1.75m(H)が あ る 場 合 を 想 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 火 災 荷 重 ＝ 1200MJ/m 2 と し 、 火 災 継 続 時 間 ＝ 60分 と し た 。
　 住 居 部 分 の 開 口 部 と 平 行 に 位 置 す る 柱 ・ 梁 お よ び 開 口 部 に 垂 直 に 位 置 す る 梁 の 鋼 材 温 度
予 測 結 果 を 図 １ ３ 、 図 １ ４ お よ び 下 記 の 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ３ は 住 戸 の 一 部 の 平 面 図 で あ り 、 横 風 に 傾 斜 し た 噴 出 火 炎 ３ ０ に 巻 き 込 ま れ る 火 炎
に 対 し て 垂 直 な 直 行 梁 ３ １ と 、 火 炎 に 対 し て 平 行 な 平 行 梁 ３ ３ の 場 合 を 示 し て い る 。
　 図 １ ４ は 住 戸 の 一 部 の 断 面 図 で あ り 、 噴 出 火 炎 ３ ０ に 巻 き 込 ま れ な い 火 炎 に 平 行 な 柱 ３
５ と 梁 ３ ７ の 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ に お い て は 、 火 炎 の ト ラ ジ ェ ク ト
リ ー を 破 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ３ お よ び 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 開 口 部 に 垂 直 な 直 行 梁 ３ １ は 、 開 口 部 の 正 面 に 位
置 す る こ と な く 、 開 口 部 上 端 か ら 45ｃ ｍ 以 上 上 方 に 梁 の 高 さ が 位 置 し て い れ ば 鋼 材 温 度 は
最 高 で 616℃ 程 度 と な る 。
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　 確 か に 、 こ の 部 分 で は 600℃ を 若 干 超 え て い る 。 し か し 、 こ の 部 分 は 柱 か ら の 片 持 梁 部
分 で あ り 応 力 も 小 さ く 、 ま た 梁 の 形 状 か ら 求 め ら れ る 高 温 時 崩 壊 温 度 の ７ ５ ０ ℃ を 大 き く
下 回 っ て お り 安 全 で あ る 。
　 ま た 、 接 合 部 ３ ５ （ 平 行 梁 ボ ル ト ジ ョ イ ン ト 部 ） の 鋼 材 温 度 は 600℃ 以 下 で あ り 、 か つ
接 合 す る 平 行 梁 か ら ボ ル ト へ 伝 達 さ れ る 応 力 は 部 材 耐 力 に 比 べ 極 め て 小 さ い こ と か ら 安 全
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 １ ４ お よ び 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 開 口 部 に 平 行 な 柱 ３ ５ 、 梁 ３ ７ は 、 吹 抜 け
幅 が 開 口 高 さ の ２ ／ ３ 以 上 あ れ ば 噴 出 火 炎 ３ ０ に 巻 き 込 ま れ る こ と が な く 、 鋼 材 の 最 高 温
度 が 581℃ と な り 耐 火 鋼 の 許 容 温 度 600℃ を 下 回 っ て お り 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 住 戸 で 火 災 が 発 生 し た 場 合 で も 、 開 口 部 に 垂 直 な 直 行 梁 ３ １ は 開 口 部 の
正 面 に 位 置 す る こ と な く 、 開 口 部 上 端 か ら 45ｃ ｍ 以 上 上 方 に 梁 の 高 さ が 位 置 し て い れ ば 安
全 で あ り 、 ま た 、 開 口 部 に 平 行 な 柱 ３ ５ や 梁 ３ ７ は 吹 抜 け 幅 が 開 口 高 さ の ２ ／ ３ 以 上 あ れ
ば 安 全 で あ る 。
　 本 発 明 は 以 上 の 検 討 を 基 に し て な さ れ た も の で あ り 、 具 体 的 に は 以 下 の 構 成 を 有 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ １ ） 本 発 明 に 係 る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 は 、 少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る
連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、 該 構 造
体 を 構 成 す る 梁 と 柱 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間
に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ２ ） ま た 、 少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住
宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、
　 該 構 造 体 を 構 成 す る 梁 と 柱 の 全 部 ま た は 一 部 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊
下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ３ ） 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 を 有 す る と 共 に 、 外 付 階 段 、 エ レ ベ ー タ 、
エ レ ベ ー タ ホ ー ル の う ち 少 な く と も 一 つ を 有 し 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共
用 部 構 造 体 で あ っ て 、 該 構 造 体 の 構 成 要 素 の う ち 前 記 廊 下 と 連 結 廊 下 を 構 成 す る 梁 と 柱 を
耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ ４ ） ま た 、 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 を 有 す る と 共 に 、 外 付 階 段 、 エ レ
ベ ー タ 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル の う ち 少 な く と も 一 つ を 有 し 、 既 存 の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集
合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、 該 構 造 体 の 構 成 要 素 の う ち 前 記 廊 下 と 連 結 廊 下 を 構 成 す る
梁 と 柱 の 全 部 ま た は 一 部 を 耐 火 鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と
の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ５ ） ま た 、 上 記 （ １ ） ～ （ ４ ） に 記 載 の も の に お い て 、 吹 抜 け の 幅 が 、 下 式 を 満 た す よ
う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 吹 抜 け 幅 ≧ 住 戸 の 開 口 部 高 さ × ２ ／ ３ ＋ 開 口 周 縁 張 出 部 の 長 さ
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ６ ） ま た 、 少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存 の 集 合 住
宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、 該 構 造 体 を 構 成 す る 柱 を 耐 火 鋼 に よ っ て
構 成 す る と 共 に 、 該 柱 の 根 元 の 周 囲 １ ０ ｃ ｍ の 範 囲 に 可 燃 物 が 置 か れ な い よ う に す る た め
の 不 燃 性 の 障 害 物 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ７ ） ま た 、 上 記 （ ６ ） に 記 載 の も の に お い て 、 不 燃 性 の 障 害 物 は 、 セ メ ン ト ま た は モ ル
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タ ル に よ っ て 形 成 さ れ 、 高 さ が 少 な く と も １ ０ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ８ ） ま た 、 上 記 （ ６ ） ま た は （ ７ ） に お け る 不 燃 性 の 障 害 物 は 、 上 面 が 柱 側 か ら 外 方 に
向 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ９ ） ま た 、 上 記 （ １ ） ～ （ ４ ） に 記 載 の も の に お い て 、 柱 の 根 元 の 周 囲 １ ０ ｃ ｍ の 範 囲
に 可 燃 物 が 置 か れ な い よ う に す る た め の 不 燃 性 の 障 害 物 を 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ １ ０ ） ま た 、 上 記 （ ９ ） に 記 載 の 不 燃 性 の 障 害 物 は 、 セ メ ン ト ま た は モ ル タ ル に よ っ て
形 成 さ れ 、 高 さ が 少 な く と も １ ０ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ １ １ ） ま た 、 上 記 （ ９ ） ま た は （ １ ０ ） に 記 載 の 不 燃 性 の 障 害 物 は 、 上 面 が 柱 側 か ら 外
方 に 向 っ て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 少 な く と も 廊 下 と 、 廊 下 と 各 戸 を 連 結 す る 連 結 廊 下 と を 備 え 、 既 存
の 集 合 住 宅 に 設 け ら れ る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で あ っ て 、 構 造 体 を 構 成 す る 梁 と 柱 を 耐 火
鋼 に よ っ て 構 成 す る と 共 に 、 前 記 廊 下 と 各 住 戸 の 開 口 部 と の 間 に 吹 き 抜 け を 設 け た こ と に
よ り 、 耐 火 被 覆 を す る 必 要 が な く な り 、 耐 火 被 覆 の 作 業 が 省 略 で き 施 工 性 に 優 れ る と 共 に
有 効 面 積 を 大 き く と る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 設 置 し た 集 合 住 宅 の 水 平 断
面 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ２ は 図 １ に お け る 矢 視 Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ３ は 図 １ に お け る 矢 視
Ｂ － Ｂ 断 面 図 を 示 し て い る 。 さ ら に 、 図 ４ は 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 と 既 存 の 集 合 住 宅 を 分
離 し て 示 す 説 明 図 で あ る 。 以 下 、 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 本 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ は 、 エ レ ベ ー タ ３ 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル ５
、 こ れ ら を 連 結 す る 廊 下 ７ （ メ ー タ ボ ッ ク ス （ Ｍ Ｂ ） を 含 む ） 、 廊 下 か ら 各 住 戸 ９ ａ ～ ９
ｄ へ の 連 結 廊 下 １ １ お よ び 階 段 １ ３ を 備 え て い る 。
　 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ は 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 既 存 の 集 合 住 宅 と は 構 造 上 独 立 し て
い る 。 そ し て 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ の 骨 組 み と な る 柱 、 梁 は 耐 火 被 覆 を 施 し て な い 耐
火 鋼 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 構 造 耐 力 上 主 要 な 部 分 で あ る 基 礎 は 、 独 立 基 礎 又 は 布 基 礎 、 べ た 基 礎 又 は 杭 基 礎 と し 、
柱 ・ 梁 と も Ｈ 形 鋼 を 用 い 、 工 場 に て 溶 接 加 工 し 塗 装 さ れ た 部 品 を 現 場 に て 高 力 ボ ル ト 又 は
溶 接 で 組 み 立 て ら れ て い る 。
　 ま た 、 柱 は 各 階 ご と に 廊 下 ７ お よ び 連 結 廊 下 １ １ の 床 に 埋 め 込 ま れ て お り 、 該 床 に は 、
合 成 ス ラ ブ が 使 用 さ れ 、 屋 根 は 、 合 成 ス ラ ブ 又 は 折 板 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ に お い て は 、 各 住 戸 ９ ａ ～ ９ ｄ に お け
る 窓 部 １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ と 廊 下 ７ と の 間 に 吹 抜 け 部 １ ７ を 設 け て い る 。 そ し て 、 こ の 吹 抜 け
部 １ ７ の 幅 （ 窓 部 １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ と 廊 下 ７ と の 距 離 ） は 下 記 の よ う に 設 定 さ れ て い る 。
　 吹 抜 け 幅 ≧ 住 戸 の 開 口 部 高 さ × ２ ／ ３
　 吹 抜 け 部 の 幅 を 上 記 の よ う に 設 定 す る こ と に よ り 、 住 戸 内 で 火 災 が あ っ た 場 合 に 、 開 口
部 か ら 火 炎 が 噴 き 出 し た と し て も 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ を 構 成 す る 柱 と 梁 の 温 度 が ６
０ ０ ℃ 以 下 に 抑 え ら れ 、 耐 火 被 覆 を し て い な い 耐 火 鋼 で も そ の 耐 力 を 許 容 範 囲 に す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ は 図 ２ に お け る 丸 で 囲 ん だ Ｃ 部 の 拡 大 図 、 図 ６ は 図 ２ に お け る 丸 で 囲 ん だ Ｄ 部 の 拡
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大 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ の ５ 階 を 構 成 す る 柱 ２ １ の 各 階
の 廊 下 ７ お よ び 連 結 廊 下 １ １ に お け る 根 元 に は 、 そ の ３ 面 が 柱 ２ １ の フ ラ ン ジ ２ １ ａ か ら
１ ０ ｃ ｍ の 範 囲 を 高 さ １ ０ ｃ ｍ の コ ン ク リ ー ト の 囲 み ２ ３ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。 な お 、
１ 階 ～ ４ 階 に つ い て も 同 様 の コ ン ク リ ー ト の 囲 み が 施 さ れ て い る 。
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 最 も 下 の Ｇ Ｌ ラ イ ン に 接 す る 柱 ２ ５ の 根 元 に お い て は そ の 全
周 方 向 に １ ０ ｃ ｍ の 範 囲 で コ ン ク リ ー ト の 囲 み ２ ７ が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ 、 図 ６ に 示 す コ ン ク リ ー ト の 囲 み ２ ３ ， ２ ７ を 施 す こ と に よ り 、 可 燃 物 を 柱 の 近 傍
、 す な わ ち コ ン ク リ ー ト の 囲 み の 範 囲 に は 載 置 す る こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 局 所 火
災 が 発 生 し た と し て も 、 少 な く と も 火 炎 は 柱 か ら １ ０ ｃ ｍ は 離 隔 す る こ と に な る 。 こ の 場
合 、 上 述 し た よ う に 、 柱 の 温 度 は 最 高 で も ５ ８ １ ℃ と 予 測 さ れ 、 こ の 温 度 で あ れ ば 耐 火 鋼
の 許 容 範 囲 内 に あ り 強 度 に 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ を 設 け る に 際 し て 、
住 戸 側 の 窓 部 と の 間 に 吹 抜 け １ ７ を 設 け 、 か つ 吹 抜 け １ ７ の 幅 を 吹 抜 け 幅 ≧ 住 戸 の 開 口 部
高 さ × ２ ／ ３ に 設 定 し 、 か つ 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ の 柱 の 根 元 に コ ン ク リ ー ト の 囲 み ２
３ ， ２ ７ を 設 け た の で 、 住 戸 内 で 火 災 が 発 生 し た 場 合 お よ び 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 で 火 災
が 発 生 し た 場 合 の い ず れ の 場 合 に も 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ を 構 成 す る 耐 火 鋼 は そ の 耐
力 が 許 容 範 囲 に 維 持 さ れ る 温 度 ま で し か 昇 温 し な い 。
　 そ の 結 果 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 無 耐 火 被 覆 の 耐 火 鋼 で 構 成 す る こ と が で き 、 耐 火 被
覆 の 施 工 に 関 す る 煩 雑 さ 、 あ る い は 有 効 面 積 の 減 少 と い う 問 題 を 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 柱 の 根 元 に 施 す 不 燃 性 部 材 と し て コ ン ク リ ー ト の 囲 み ２ ３ ， ２
７ を 設 け た の で 、 柱 の 根 元 に 雨 水 な ど が 溜 ま ら ず 、 柱 の 根 元 の 腐 食 防 止 に も な る 。 な お 、
コ ン ク リ ー ト の 上 面 を 柱 側 か ら 外 側 に む け て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 と す れ ば 、 雨 水 等 が 溜
ま る の を よ り 確 実 に 防 止 で き る の で 、 よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 上 記 の 例 で は 柱 の 根 元 に 施 す 不 燃 性 部 材 と し て コ ン ク リ ー ト を 設 け た 例 を 示 し た
が 、 コ ン ク リ ー ト に 代 え て モ ル タ ル 、 そ の 他 不 燃 性 の も の で あ れ ば よ い 。
　 ま た 、 上 記 の 例 で は 窓 部 に ひ さ し 等 の 張 出 部 が な い 場 合 で あ っ た が 、 窓 部 の 周 囲 に 張 出
部 が あ る 場 合 に は 、 住 戸 内 か ら 吹 き 出 す 火 炎 が 張 出 部 に 沿 っ て よ り 外 側 に 吹 き 出 す の で 、
こ の 場 合 に は 吹 抜 け １ ７ の 幅 を 張 出 部 の 長 さ だ け 広 く す る 。
　 さ ら に 、 上 記 の 例 で は 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ の 骨 組 み と な る 柱 ・ 梁 と し て Ｈ 形 鋼 を 用
い た 例 を 示 し た が 、 Ｈ 形 鋼 に 代 え て 鋼 管 を 用 い た り 、 あ る い は Ｈ 形 鋼 と 鋼 管 を 併 用 し た り
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 で 示 し た 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ は 、 廊 下 ７ 、 連 絡 廊 下 １ １ 、 エ レ ベ ー
タ ３ 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル ５ 、 階 段 １ ３ を 備 え て い る 。 し か し 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 構
成 す る 要 素 と し て 、 廊 下 ７ と 連 絡 廊 下 １ １ は 必 須 で あ る が 、 エ レ ベ ー タ ３ 、 エ レ ベ ー タ ホ
ー ル ５ 、 階 段 １ ３ は 必 須 で は な く 、 こ れ ら を 備 え る か ど う か は 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 １ を
設 置 す る 集 合 住 宅 側 の 条 件 等 種 々 の 条 件 に よ っ て 異 な る 。
　 し た が っ て 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 に は 、 階 段 は あ る が 、 エ レ ベ ー タ 及 び エ レ ベ ー タ ホ
ー ル が な い 場 合 や 、 階 段 及 び エ レ ベ ー タ は あ る が 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル が な い 場 合 、 さ ら に
は 、 エ レ ベ ー タ の み あ り 、 階 段 や エ レ ベ ー タ ホ ー ル が な い 場 合 な ど が あ る 。 な お 、 エ レ ベ
ー タ が あ っ て エ レ ベ ー タ ホ ー ル が な い 場 合 と は 、 エ レ ベ ー タ が 直 接 廊 下 に 連 結 さ れ る よ う
な 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 構 成 す る 廊 下 お よ び 連 絡 廊 下 以 外 の 構 成 要 素 で あ る エ レ
ベ ー タ 、 エ レ ベ ー タ ホ ー ル 、 階 段 を 構 成 す る 構 造 部 材 （ 柱 、 梁 ） と し て は 必 ず し も 耐 火 鋼
を 用 い る 必 要 は な く 、 耐 火 被 覆 を 施 し た 鋼 材 を 用 い て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 構 成 す る 廊 下 と 連 絡 廊 下 の 構 造 部 材 に つ い て も 、 全 て の
構 造 部 材 を 耐 火 鋼 に す る の で は な く 、 一 部 を 耐 火 被 覆 を 施 し た 鋼 材 に す る よ う に し て も よ
い 。 例 え ば 、 上 記 の 実 施 の 形 態 で 示 し た よ う に 廊 下 に 吹 抜 け を 設 け る 場 合 で も 、 吹 抜 け の
幅 を 上 記 実 施 の 形 態 で 示 し た 必 要 な 寸 法 だ け 取 る こ と が で き な い よ う な 場 合 に は 廊 下 を 構
成 す る 梁 、 柱 に お け る 住 戸 の 窓 部 に 近 い 部 分 を 耐 火 被 覆 を 施 し た 鋼 材 に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 を 設 置 し た 集 合 住 宅 の 平 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 矢 視 Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 矢 視 Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 集 合 住 宅 共 用 部 構 造 体 と 既 存 の 集 合 住 宅 を 分 離 し て 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 丸 で 囲 ん だ Ｃ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 丸 で 囲 ん だ Ｄ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 設 計 用 火 源 モ デ ル の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 Ｈ 形 鋼 に 対 す る 火 源 か ら の 輻 射 に よ る 加 熱 範 囲 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 形 態 係 数 Ｆ １ 、 Ｆ ２ の 取 り 方 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 鋼 材 温 度 予 測 結 果 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 区 画 面 積 と 奥 行 き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 特 定 防 火 設 備 以 外 の 開 口 部 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 住 戸 の 一 部 の 平 面 図 で あ り 、 噴 出 火 炎 の 影 響 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 住 戸 の 一 部 の 断 面 図 で あ り 、 噴 出 火 炎 の 影 響 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 １ 　 集 合 住 宅 共 用 部 、 ３ 　 エ レ ベ ー タ 、 ５ 　 エ レ ベ ー タ ホ ー ル 、 ７ 　 廊 下 、 ９ ａ 、 ９
ｂ 、 ９ ｃ 、 ９ ｄ 　 住 戸 、 １ １ 　 連 結 廊 下 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ 、 １ ５ ｄ 　 窓 部 、 １ ７
　 吹 抜 け 、 ２ ３ 、 ２ ７ 　 コ ン ク リ ー ト の 囲 い 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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